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県南保健医療調整本部の本部活動に参加しまし
た。一方で人吉に派遣されたチームは人吉球磨医
療圏保健医療調整本部の指示で人吉医療セン
ターの救急外来の診療をサポートしました。人吉
医療センターの診療機能をサポートするため、救
急外来への支援として救急・総合診療部および消
化器外科から計３名の医師が派遣され、さらに周
産期医療の支援として産科婦人科の医師2名が
派遣されました。また、熊本県看護協会からの要
請で被災地の病院や避難所に計6名の看護師が
派遣されるとともに、避難所の感染対策をサポー
トするため、感染制御部の看護師２名が被災地の
避難所に派遣されました。その他にも糖尿病、神
経疾患、循環器疾患などの専門診療に関して電
話相談窓口の開設などの情報提供のサポートも
行われました。

熊本県を襲った
今までに類を見ない豪雨
　令和2年7月豪雨により、熊本県内で甚大な被
害が発生しました。死亡者数65名、行方不明者数
2名(R2.8.26時点)、住家被害は全半壊3,000棟
以上、床上浸水3,400棟以上(R2.8.25時点)に及
び、628世帯1,175人(R2.8.20時点)が避難生活を
強いられました。
※ 熊本県HP令和2年7月豪雨資料「令和2年7月豪雨に係る災害対
　 策本部会議資料（第28回）及び 有識者会議資料」から抜粋
　 https://www.pref.kumamoto.jp

　被害に遭われた方のご冥福をお祈りすると共
に被災地の一日も早い復旧・復興をお祈り申し上
げます。

豪雨災害での
熊本大学病院が行った支援活動
　7月4日に災害医療教育研究センターのスタッフ
を熊本県庁の災害対策本部に派遣し、保健医療
調整本部の活動に参加しました。県庁の本部では
熊本県災害医療コーディネーターとして医療機関
の被災状況を調査しつつ救護班の派遣や医療物
資の補給など様々なニーズに対応する調整を担い
ました。熊本県からの要請で災害派遣医療チーム
（DMAT）を7月5日～7日まで八代市に１チーム
（医師1名、看護師2名、放射線技師1名）、7月14日
～16日まで人吉市に１チーム（医師1名、看護師2
名、検査技師1名）を派遣しました。八代に派遣さ
れたチームは熊本労災病院内に設置された熊本

【監修】熊本大学病院 災害医療教育研究センター　笠岡 俊志  センター長

令和2年7月豪雨における

熊本大学病院の活動

【写真】 災害派遣医療チーム（DMAT）本部 （熊本労災病院）



新任役職者紹介

　令和２年6月1日付けで、消化器内科
学 教授・光学医療診療部 部長を拝命
しました田中靖人です。
　私は愛知県出身で、1991年名古屋市
立大学を卒業しました。同大学で2年間
研修後、名古屋第二赤十字病院で救急
医療の重要性を学ぶと同時に、消化器
病・肝臓専門医を取得しました。その後
大学院を経て、アメリカ国立衛生研究
所（NIH）に留学して肝炎・肝臓病の研
究を行い、帰国後も消化器内科医として
臨床と研究を続けて参りました。
　当教室は消化器内科すべての領域を
カバーしていますが、 特にがん診療、内

視鏡診療、肝炎・肝がん診療を中心に、
高度先進医療の推進と臨床治験・医師
主導臨床試験を積極的に実施していま
す。光学医療診療部では「先端医療内
視鏡診断治療システム」と総称される、
拡大内視鏡、超音波内視鏡、小腸内視
鏡をはじめとした最先端の内視鏡によ
る診断をシステム化し、高度な内視鏡的
治療を積極的に行っております。私たち
はこれからも患者さんの立場に立ち、お
一人お一人と向き合い、コミュニケー
ションをとりながら最善の医療を提供
するよう努力して参ります。今後もどうぞ
よろしくお願い申し上げます。

　2020年4月に脳神経内科教授に就
任致しました植田光晴と申します。
　私は山口県下関市の出身で、熊本大
学を卒業後に脳神経内科を専攻し、神
経疾患を患われている方々の診療に携
わってきました。特にアミロイドーシスと
いう病気の研究および診療を専門とし
ています。
　現在、熊本大学病院アミロイドーシス
診療センター長を兼任しており、国際的
な研究、診療の拠点として活動していま
す。また、遺伝性の難病で診断がつかず
に悩んでいる患者様に対する国立研究

開発法人日本医療研究開発機構
（AMED）の取り組みである「未診断疾
患イニシアチブ（IRUD：アイラッド）」の
拠点病院としても活動しています。
　脳神経内科では、頻度の高い病気
（脳卒中、頭痛、認知症、てんかん、し
びれ、パーキンソン病など）から稀な神
経難病まで幅広い診療を行っていま
す。
　県内外の医療機関と連携して診療を
行い、神経疾患の克服に向けて活動し
ていきたいと思います。どうぞよろしく
お願い致します。

脳神経内科 教授

植田光晴

消化器内科 教授

田中靖人
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　平成28年の熊本地震から４年が経過した後に
発生した豪雨災害ですが、熊本大学病院の
DMATが初めてチームとして被災地に派遣される
など、当院の支援活動は発災から迅速な初動が
行われたと考えています。まさかの時に迅速に対
応できるよう、日常的な備えの重要性が再認識さ
れました。被災地は未だ復旧・復興の途上にあ
り、今後も支援の必要性について注視していきた
いと考えています。

←【写真】 災害対応を行う会議の様子 （熊本県庁）



熊本市民病院への「出向者慰労の会」を行いました

　2020年6月1日（月）、熊本大学病院において熊
本市民病院への「出向者慰労の会」が行われまし
た。コロナ禍による人員不足を補うための出向で
す。

　谷原病院長より労いの言葉が述べられた後、
代表者へ感謝状が贈呈されました。
　また、複数の企業・団体様、個人の方から当院
へ医療物資のご寄付や医療従事者に対する応援
の品々を多数いただいており、出向者の元へ届け
られました。皆様のご厚意に対しまして、この場を
お借りして心より感謝申し上げます。

【写真】 医療従事者に対する応援の品々

【写真】 スタッフに労いの言葉を述べる谷原病院長

「ワシントン外語学院」によるオンライン授業「英語であそぼう」

　コロナの影響で熊大病院の院内学級の教室を
一時閉鎖し、オンラインでの授業を続けていまし
た。
　そのような中で、「ワシントン外語学院」様のご

厚意により、「英語であそぼう」と題したオンライ
ン授業が5月12日から週3回行われることとなり
ました。3歳から15歳の子どもたちが参加し、治療
や検査以外の時間に楽しく英語を学んでいます。
　今回の体験を通じて子供たちが「英語が好きに
なってくれれば」という気持ちでスタッフ一同見
守っております。

【写真】 オンライン授業「英語であそぼう」の様子②

【写真】 オンライン授業「英語であそぼう」の様子①

H O S P I T A L  T O P I C S
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●活動時間

月曜日～金曜日（休日を除く）8:30～17:00

※回数、時間はご相談に応じます。

（週１回、2～3時間の活動でも可能です。）

ボランティア活動員募集

【お問合せ】 熊本大学病院 医療サービス課外来担当 TEL096-373-5557

スマホ・携帯電話

の方はこちらから

●ボランティア内容

外来でのお世話、受診手続きの説明等、診療科等への案内、車椅子

の手配と介助、幼児の世話、通訳、手話通訳、視聴覚障害者への受

診付添、自動再来受付機等の操作案内など

(http://www.kuh.kumamoto-

u.ac.jp/kuh/volunteer.html )
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https://kokoro.mhlw
.go.jp/etc/coronavir
us_info/#head-3

　　健康的な生活スタイルとリズムを維持する

　休校や外出自粛、在宅勤務などでいままでの生活ス

タイルと異なったリズムで生活されている方も多いと思

います。睡眠や食事のリズムを一定にして、規則正しい

新しいルーティンを保つことが大切です。自宅でできる

運動を取り入れることも有用です。

　　信頼できる情報を得る

　情報を過剰に接することで恐怖感や不安が増大する

ため、厚生労働省や自治体などの信頼できる情報を時間

帯を決めて入手することが重要です。

　　他者とのつながりを保つ

　電話やソーシャルメディア、オンラインのツールを活用

しましょう。支えになる方とのやり取りはストレス軽減に

なります。

　　ストレス対処法を身につける

　リラックスできる時間を作ることや自分の楽しめる活

動をするなどが有効です。呼吸法や漸進性筋弛緩法な

どのリラクゼーション法もあります。

　　相談する

　厚生労働省のサイトに新型コロナウイルス感染症関

連の心の不安を相談できる「こころの相談窓口」があり

ます。そこではSNS（チャット）や電話などで心の不安を

相談できます。（QRコードリンク先：こころの耳　働く人

のメンタルヘルス・ポータルサイト）

心のセルフケアには、
　どのようなものがありますか？Q A

どのような場合に、
　病院に行くべきですか？Q A

　　眠れないとき

　連日、不安感から眠れない日が続くと、孤独感や気分

の落ち込みも強くなってきます。また、飲酒に頼る癖もつ

きやすくなります。心療内科・精神科・メンタルクリニッ

クを受診してみましょう。

　　食事がとれないとき

　不安感から食事がのどを通らず、受け付けなくなり、

体重が減るようなことがでてくると、受診したほうがよい

サインです。

　　仕事や学業に支障がでたとき

　眠れなくなる、食事がとれなくなるなどの症状が重な

ると、うつ状態となり、仕事や学業に支障がでてきます。

そうなる前に、早めに受診しましょう。

知っ得！納得！Q A&

　日本の糖尿病患者数は増加の一途をたどっており、糖尿病患者とその予備群はおよそ2000
万人に達しています。糖尿病患者数の増加は世界的にも問題であり、2006年には国連が毎年
11月14日を「世界糖尿病デー」と公式に認定しました。全世界が一致団結して糖尿病の予防と
克服に向けて闘うことを呼びかけています。

「心のセルフケア ～コロナ禍での不安を乗り切る～」
　今まで経験したことのない世界中に蔓延する新型コロナウイルス感染症の拡大に直面して、不安や恐
怖を感じている方がほとんどだと思います。日常生活だけでなく仕事、学業、収入の心配や先行きへの
不安から強いストレスを感じていることでしょう。また、対人交流や活動などのストレス発散方法も少な
くなり、心のセルフケアがとても大事になってきています。

【監修】熊本大学病院 神経精神科　竹林 実 教授

知っ得！納得！Q&A：心のセルフケア ～コロナ禍での不安を乗り切る～

　　情報過多を避ける

　ニュースやソーシャルメディア等に接する時間を制限

することが大切です。例えば１日30分と決め、いつも同

じ情報ツール・番組を利用すると情報の重複を避けるこ

とが可能です。不必要な情報を避けやすくなります。

　　アルコールの摂取時間や摂取量の増加を避ける

　過度な依存状態にならないように気を付けることが大

事です。飲酒している一時は不安が軽減しますが、依存

状態になると、飲酒していないときの不安が強まり、身

体的にも具合が悪くなります。

　　孤独を避ける

　コロナ禍では生活リズムが狂い、引きこもりがちに

なってしまいますが、家族や親しい友人との交流は定期

的に行いましょう。

不安にならないように避けた方が
　いいことはありますか？Q A
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感染制御部

　感染制御部は2016年に前身の感染対策室か
ら組織を変えて発足しました。感染制御部の2つ
の大きな業務として、感染制御と感染症診療支
援というものがあります。感染制御では看護師を
中心とした多職種でインフェクションコントロー
ルチーム（ICT）を作り活動しています。　ICTの最

大の目標は患者様とその家族・職員を様々な
感染症から守ることであり、そのために耐性菌
発生時の対応・環境チェック、職員の教育等の
業務を行っています。もう一つの感染症診療
支援は、薬剤師を中心に抗菌薬適正使用支援
チーム（AST）を設置し、治療が難航している
症例のチェックやコンサルト等の業務を行っ
ています。
　最近ではこのような感染対策の活動は病院
内だけでなく、周囲の病院との連携による地
域での感染対策や災害時の感染対策活動等
に拡大しています。新型コロナウイルス感染症
対策など新たな難題にも直面していますが、今
後も病院そして地域のための感染対策を実践
して参ります。

NICU（新生児集中治療室）

　NICUではGCU（新生児治療回復室）とともに、
365日24時間体制で生まれたばかりの赤ちゃん
に対する救急医療を行っています。年間約250人
の入院児は体重400gの小さな赤ちゃんから重症
仮死、先天疾患、外科疾患まで様々です。
　大人のICUと同様に人工呼吸管理（年間約130

例）、低体温療法（年間約10例）、血液浄化療
法等の高度医療を提供しています。また、他の
診療科や中央診療部門の協力を得て、多様な
新生児疾患にも対応しています。生まれたばか
りの赤ちゃんは最も弱く、それだけに手がかか
り、時には医療者の忍耐が必要なこともありま
す。しかし、赤ちゃんは親や親族はもとより、周
りの人まで温かく優しい気持ちにさせてくれ
る、その存在はかけがえのないものです。
　NICUとGCUの医師、看護師、保育士、薬剤
師、クラークは各々の専門性を生かして、赤
ちゃんに優しい、高度で安全な、家族に寄り
添った医療やケアの提供を心掛けています。
赤ちゃんがより良い未来を生きていけるよう
に、これからも取り組んでいきます。
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各診療科・部門についてご紹介いたします。各診療科・部門についてご紹介いたします。
診療科・部門

紹  介
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